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ガバナー通信

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
本
格
的
な
春
の
訪
れ
を
待
つ
桜
の
よ
う
に

春
が
待
ち
遠
し
い
昨
今
で
す
が
、
皆
様
に
は

様
々
な
制
約
の
中
、
今
、
で
き
る
こ
と
に
協
力

し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行

部
一
同
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

厳
し
い
生
活
環
境
の
中
、
私
達
は
今
ま
で
当

た
り
前
に
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く
な
り

ま
し
た
。
何
故
？ 

す
べ
て
が
当
た
り
前
？ 

そ

れ
は
様
々
な
事
象
に
対
処
で
き
た
こ
と
に
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
か
け
て
い
る
？ 

今
、
起
き

て
い
る
こ
と
は
先
人
か
ら
の
警
鐘
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
私
達
は
他
人
の
せ
い
に
せ
ず
、
自
分
で

考
え
、
行
動
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
可
能
性
を
信
じ
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
人

道
支
援
に
貢
献
さ
れ
た
カ
カ
・
ム
ラ
ド
、
中
村

哲
医
師
の
よ
う
に
高
い
志
を
持
ち
、
行
動
し
た

可
能
性
を
信
じ
、
楽
し
く
明
る
い
奉
仕
活
動
に

努
め
ま
し
ょ
う
。
素
直
に
人
の
話
を
聴
き
、
丁

寧
な
挨
拶
を
心
掛
け
、
仲
間
と
の
信
頼
関
係
を

構
築
し
ま
し
ょ
う
。
無
理
せ
ず
自
然
体
で
ゆ
っ

く
り
活
動
し
て
く
だ
さ
い
。

　

仲
間
と
自
分
の
経
験
を
自
分
の
言
葉
で
、
相

互
に
伝
え
合
う
こ
と
も
重
要
で
す
、
難
し
い
こ

と
で
す
。
し
か
し
、
人
は
い
つ
、
大
切
な
言
葉

に
気
づ
き
、
伝
え
る
か
？　

私
は
70
歳
を
前
に

し
て
少
し
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

人
生
、
教
え
と
学
び
の
繰
り
返
し
で
す
。
毎
日

を
大
切
に
し
て
、
思
い
や
り
の
心
を
ラ
イ
オ
ン

ズ
の
活
動
を
通
し
、
自
然
体
で
学
び
ま
す
。

　

作
家 

五
木
寛
之
さ
ん
の
言
葉
に
こ
の
よ
う

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
れ
か
ら
は
思
い
出
を
慈
し
み
な
が
ら
一
人

過
す
時
間
は
、
そ
れ
は
そ
れ
は
貴
重
で
生
産
的

な
時
間
な
の
で
す
」　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
深
夜
便

日
記
手
帳
2
0
2
0
年
版
よ
り
）

　

時
間
を
大
切
に
し
た
い
で
す
ね
。

　

そ
し
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
わ
れ
て
笑
顔

で
い
ら
れ
る
こ
と
に
感
謝
し
て
、
下
半
期
の
活

動
に
努
め
ま
す
。
皆
様
も
体
と
心
の
健
康
に
留

意
し
て
、
こ
れ
か
ら
も
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
執
行
部

の
サ
ポ
ー
ト
を
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

い
も
の
で
す
。

　

今
期
は
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
で
き
て
い
ま
せ
ん
。
今
は
ラ
イ
オ
ン
ズ
の

活
動
を
見
直
す
時
期
で
す
が
、
地
域
の
方
々
か

ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
評
価
さ
れ
る
チ
ャ
ン

ス
で
も
あ
り
ま
す
。
今
期
ガ
バ
ナ
ー
ア
ワ
ー
ド

に
「
奉
仕
活
動
表
彰
」
を
加
え
ま
し
た
。
４
月

の
地
区
年
次
大
会
で
表
彰
予
定
で
す
。
各
ク
ラ

ブ
か
ら
素
晴
ら
し
い
、
元
気
の
出
る
、
地
域
の

伝
統
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
（
春
・
夏
・
秋
・
冬
）

に
連
動
し
た
奉
仕
活
動
の
報
告
が
届
い
て
い
ま

す
。
皆
様
の
活
動
は
多
岐
に
渡
り
、
ク
ラ
ブ
の

特
性
を
生
か
し
、
地
域
と
一
体
と
な
り
、
今
日

ま
で
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。
よ
り
多
く
の
事
例

報
告
を
期
待
し
ま
す
。

　

今
年
度
は
各
委
員
会
の
連
携
が
重
点
施
策
の

一
つ
で
す
。
奉
仕
活
動
の
内
容
に
よ
り
、
各
委

員
会
が
連
携
す
る
こ
と
で
一
人
で
も
多
く
の
方

に
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
チ
ー
ム
3
3
2
―
C
で
活
動
し
ま
し
ょ

う
。
今
、
私
た
ち
は
知
識
を
知
恵
に
活
か
し
、

先
人
に
学
び
、
様
々
な
事
象
へ
の
備
え
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
楽
し
い
ク
ラ
ブ
運
営
に
お
い

て
感
謝
の
気
持
ち
を
持
ち
、
人
・
モ
ノ
・
コ
ト

に
接
す
る
こ
と
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
に
向
け
、

ガバナー

L . 永
な が と み

冨  淳
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ガバナースローガン

アクティビティスローガン

 1	 会員維持増強（増員250名―昨年度退会者238名）
	 ・既存会員を対象としたガイディングセミナーの実施
	 ・マイクラブ・マイファミリー（私のクラブは私の家族）の提唱⇒楽しいクラブ運営
	 ・リジョン・ゾーン間で会員のクラブ訪問を推進
	 　会員数／2019年6月末　1,742名	　　　　　　   クラブ数／58クラブ
	 　　　　　2020年6月末　1,596名	     （△146名）	 56クラブ （△2クラブ）
	 　　　　　　　　 （正会員 1,167名		） （入会  91名）
	 　　　　　　　　 （家族会員 429名		） （退会207名）

 2	 LCIF・合同アクティビティ基金の理解促進
	 ・キャンペーン100、合同アクティビティ基金の趣旨・背景・目的を各委員会を通し、活用事例をクラブ会員へ伝えます。
	 （目標） ・LCIF 150,000ドル
	 　　    ・合同アクティビティ基金 350万円
	 ・クラブシェアリング交付金制度の活性化

 3	 PRチームを設置し、ライオンズの活動を広く地域の方へお知らせする
	 ・PRチームはMC・ライオンみやぎ・IT委員会と各委員会で共同運営します。
	 ①	重点施策の進捗状況を各委員会から報告を受け、各リジョン・ゾーンへ報告する
	 ②	マイライオンにより奉仕活動の報告を受け、活動実績を把握する（奉仕活動報告率目標80%）
	 ③	 332-C地区として奉仕活動を報道機関等で四半期毎告知する

体と心の健康に We Serve

ライオンズの活動を１人でも多くの方へ伝えましょう

　　  CONTENTS
	2	 ガバナー通信
	3	 2020～2021 地区運営方針／3・4月度の予定
	4	 第3回キャビネット会議
	5	 第67回年次大会概要会議
 6	 リジョン＆ゾーン・チェアパーソン中間報告
10	 東北支援チームKAWAI・332-C地区合同 被災地支援アクティビティ
11	 L.菊地伸治の遺されたもの
12	 地区運営方針の状況報告と目標達成へのお願い
		 第67回地区年次大会 ガバナー特別賞について
13	 ニューヨーク医療従事者支援チャリティコンサート
		 332複合地区のLCIF寄付額一覧
14	 おらほのアクト自慢　〇名取LC　〇石巻めぐみ野LC
16	 アクティビティレポート／フレッシュライオン（山元LC）
18	 2021年LC国際大会（初のバーチャルイベント）実施
19	 マンスリー集計表

ライオンズクラブ国際協会 332-C地区
2020年－2021年 地区運営方針

332-C地区関連 3・4月度の予定
日　程 行　事

3 /  9  （火） 第4回 名誉顧問会議
（12：00～　キャビネット事務局）

3 / 17 （水） 第4回 キャビネット会議
（14：00～　名取市増田公民館）

4 /  8  （木） アラートフォーラム 全国大会
（福島県郡山市）

4 / 16 （金） 選挙開票、代議員会議決会議
（14：00～　名取市増田公民館）

4 / 25 （日） 第67回 地区年次大会式典
（14：00～　仙台国際ホテル）

（2021年2月5日現在）
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Topics

日
時
◇
2
0
2
1
年
2
月
5
日（
金
）

場
所
◇
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

　

第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
は
、
2
0
2
0
年
2
月
5
日（
金
）14

時
か
ら
石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
永
冨

淳
次
ガ
バ
ナ
ー
、
加
藤
俊
治
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
、
遠
藤
誠
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

決
議
録
の
確
認
後
、
幹
事
報
告
、
会
計
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
議
案
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

〈
第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
審
議
事
項
〉

第
１
号
議
案	

2
0
2
0
年
7
月
1
日
～
2
0
2
0
年
12
月
31
日

	

に
お
け
る
各
会
計
中
間
報
告

第
2
号
議
案	

上
記
会
計
報
告
に
関
す
る
監
査
報
告

第
3
号
議
案	

第
67
回
地
区
年
次
大
会
会
則（
案
）

第
4
号
議
案	

第
67
回
地
区
年
次
大
会
議
事
規
則（
案
）

第
5
号
議
案	

第
67
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会
議
事
運
営
要
項		

	

（
案
）

第
6
号
議
案	

第
67
回
地
区
年
次
大
会
代
議
員
会
運
営
構
成
表	

	
	

（
案
）

第
7
号
議
案	

次
期
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

第
8
号
議
案	

次
期
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

第
9
号
議
案	

次
期
第
二
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書

第
10
号
議
案	

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
支
援
に
関
す
る

	

協
定
に
つ
い
て

第
11
号
議
案	

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ
ス
ト
交
付
金
報
告
書
に
つ
い
て

	

の
確
認

　

第
３
号
議
案
に
つ
い
て
は
一
部
を
削
除
の
上
、
第
４
～
６
号
議

案
は
付
則
を
加
え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
第
９
号
議
案
の
次
期
第
二

副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
候
補
者
経
歴
書
に
つ
い
て
は
2
0
2
1
年
2
月

5
日
時
点
に
於
い
て
立
候
補
の
届
出
は
な
く
、
調
整
中
で
あ
る
と

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
第
11
号
議
案
は
了
承
さ
れ
、
そ
の
他
の
議
案

に
つ
い
て
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

3
3
2
―
C
地
区

第
3
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
開
催

永冨ガバナーの挨拶加藤第一副地区ガバナーの挨拶遠藤第二副地区ガバナーの挨拶
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活
動
報
告

　

4
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
第
67
回
地
区
年
次
大
会

に
向
け
、
昨
年
11
月
25
日（
水
）に
第
１
回 

第
67
回
年

次
大
会
役
員
会
議
を
名
取
市
増
田
公
民
館
に
て
開
催

し
ま
し
た
。
さ
ら
に
12
月
22
日（
火
）、1
月
13
日（
水
）

の
両
日
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
事
務
局
に
お
い
て
、
キ
ャ

ビ
ネ
ッ
ト
三
役
を
中
心
に
第
67
回
年
次
大
会
概
要
に

つ
い
て
内
局
会
議
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
期
は
、
年
次
大
会
の
開
催
準
備
期
間
も
含
め
コ

ロ
ナ
禍
の
真
っ
只
中
に
あ
り
、
年
次
大
会
開
催
の
規

模
・
方
法
・
手
順
等
の
様
々
な
内
容
が
検
討
課
題
に

上
が
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
本
年
度
の
場
合
、
前
例

や
経
験
が
全
く
通
用
し
な
い
こ
と
が
多
く
確
認
さ
れ

て
い
ま
す
。
例
え
ば
会
場
の
問
題
で
は
、
会
場
自
体

の
定
員
が
減
数
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
収
容
人
数
の
大

き
い
公
的
施
設
の
予
約
が
例
年
よ
り
厳
し
い
こ
と
な

ど
、
コ
ロ
ナ
禍
な
ら
で
は
の
問
題
が
発
生
し
て
い
ま

す
。
こ
の
他
、
参
加
人
数
減
に
伴
う
予
算
の
確
保
な

ど
協
議
は
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。

　

今
後
、
非
常
事
態
宣
言
の
発
令
等
の
有
無
、
ま
た

は
コ
ロ
ナ
禍
終
息
へ
の
道
筋
な
ど
、
未
確
定
な
こ
と

が
多
く
、
当
地
区
内
ラ
イ
オ
ン
の
皆
様
に
も
、
年
次

大
会
の
細
部
に
わ
た
り
、
変
更
修
正
に
よ
る
ご
迷
惑

を
お
か
け
す
る
こ
と
も
多
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

何
卒
ご
理
解
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事　

Ｌ
相
澤
十
四
男

　2021年2月5日（金）に開催された第3
回キャビネット会議において、（公財）東
北大学アイバンク、（公財）宮城県腎臓
協会、（一社）宮城骨髄バンク登録推進
協議会の三つの団体への支援金贈呈式
が執り行われました。永冨ガバナーより
三団体へ支援金が贈呈され、ライオンズ
クラブへは感謝状が贈られました。

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
国
際
協
会 

3
3
2
―
C
地
区

第
67
回
年
次
大
会
概
要
会
議

宮城県腎臓協会の
小泉みどり事務局長と

宮城骨髄バンク登録推進協議会の
岩本政郁副理事長（仙台青葉LC所属  名誉顧問）と

東北大学アイバンクの
古堅智子事務局員と

キャビネット会議にて
3バンクへの支援金
贈呈式が執り行われました
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今
年
度
も
半
期
を
過
ぎ
各
地
区
の
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア

パ
ー
ソ
ン
、
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
か
ら
、
今
迄
の
活

動
や
今
後
の
活
動
予
定
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
ラ
イ
オ
ン
と
呼
ば
る
る
人
】

　

☆
事
業
を
成
功
に
導
き
、
善
良
な
生
活
を
楽
し
み

　
　

常
に
微
笑
を
た
た
え
、
人
類
を
愛
し

　
　

知
識
人
の
尊
敬
を
集
め

　
　

幼
児（
お
さ
な
ご
）た
ち
に
親
し
ま
れ
る
人

（
ラ
イ
オ
ン
ズ
必
携
よ
り
抜
粋
）

　

昨
年
初
め
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
猛
威
を

振
る
い
、
先
が
見
え
な
い
状
況
で
経
済
活
動
に
も
変
調
を
き

た
し
て
お
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
、
日
中
に
時

間
の
余
裕
が
で
き
、
地
元
の
小
学
校
の
評
議
委
員
も
務
め
て

い
る
こ
と
か
ら
小
学
校
を
訪
問
す
る
回
数
が
増
え
ま
し
た
。

昨
年
の
長
い
春
休
み
明
け
以
降
、
子
供
た
ち
の
コ
ロ
ナ
禍
で

の
勉
強
、
運
動
の
息
抜
き
に
な
れ
ば
と
、
週
１
回
か
ら
２
回

の
頻
度
で
校
長
先
生
と
も
打
合
せ
、
長
年
、
趣
味
で
や
っ
て

き
た
鉄
道
模
型
の
快
走
会
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
大
変
好
評
で
男
女
を
問
わ
ず
支
援
学
級
の
子
供
た

ち
か
ら
低
学
年
よ
り
高
学
年
生
、
そ
し
て
先
生
方
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
な
ど
、
昼
休
み
や
放
課
後
に
ひ
っ
き
り
な
し
に
目
を
ま

ん
丸
く
し
て
見
入
っ
て
い
る
様
子
で
、
私
も
ジ
オ
ラ
マ
の
製

作
に
熱
が
入
っ
て
お
り
ま
す
。　

　

今
で
は
鉄
道
の
先
生
と
呼
ば
れ
て
気
恥
ず
か
し
い
思
い
で

す
が
、
感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
な
ん
で
も
上
手
く
い
く
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
つ
で
も
勇
気
を
も
っ
て
奉
仕
が

で
き
れ
ば
良
い
で
し
ょ
う
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
災
い
に

よ
っ
て
、
改
め
て
快
走
会
が
子
供
た
ち
に
ス
ト
レ
ス
解
消
と

元
気
、
楽
し
み
を
与
え
た
よ
う
な
気
が
し
て
お
り
ま
す
。
今

後
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
早
く
終
息
し
、
本
来
の
学
校
生
活
に

戻
れ
る
よ
う
、
子
供
た
ち
に
寄
り
添
い
、
子
供
た
ち
の
健
全
育

成
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
続
け
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

昨
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
明
け
暮
れ
た
一
年
で
し

た
が
、
今
年
に
入
っ
て
も
終
息
が
見
え
ま
せ
ん
。

　

私
も
昨
年
７
月
か
ら
第
２
R 

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ

ン
の
大
役
の
拝
命
を
受
け
、
早
く
も
６
ヶ
月
を
過
ぎ
ま
し
た

が
、
こ
の
間
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
活
動
が
大
幅
に
制
限
さ
れ
ま
し
た
。

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
１
人
で
も
多
く
の
方
に
伝
え
ま

し
ょ
う
」
で
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
各
ク
ラ

ブ
の
皆
様
も
活
動
の
自
粛
、
例
会
の
中
止
等
も
あ
り
、
大
変

な
一
年
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
春
に
は
ワ
ク
チ
ン
の
使
用
も
可
能
に
な
り
、
ま
た

例
年
同
様
に
地
域
に
根
差
し
た
奉
仕
活
動
が
で
き
る
こ
と
を

心
よ
り
願
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
６
ヶ
月
間
、
各
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
皆
様

の
ご
協
力
を
頂
き
、
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い
よ
う
努
め
た
い
と

思
い
ま
す
。

ガ
バ
ナ
ー
ス
ロ
ー
ガ
ン

　
「
体
と
心
の
健
康
に　

Ｗ
ｅ  

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｅ
」

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
例
会
も
通
常
通
り
で
き
な
い
ク
ラ
ブ
も

多
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
11
月
28
日（
土
）、
2
ゾ
ー
ン
の
ゾ
ー
ン

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
ソ
ー
シ
ャ
ル
デ
ィ

ス
タ
ン
ス
を
保
ち
、
衝
立
を
立
て
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

今
野
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
の
進
行
で
、
キ
ャ
ビ

ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告
と
諮
問
書
の
内
容
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
が
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
ど
の
よ
う
に
奉
仕
活
動

を
実
施
し
て
い
る
の
か
確
認
致
し
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
セ
ル
に

な
っ
た
事
業
も
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ク
ラ
ブ
で
工

夫
を
凝
ら
し
て
行
っ
た
事
業
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

最
後
に
ゾ
ー
ン
編
成
に
つ
い
て
も
話
し
合
い
ま
し
た
。
１

ゾ
ー
ン
の
意
向
を
確
認
し
て
、
ガ
バ
ナ
ー
に
も
関
わ
っ
て
も

ら
い
解
決
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
が
、
１
ゾ
ー
ン
の
集
ま
り

は
無
く
、
書
類
配
布
で
済
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
の

で
、
そ
の
後
進
展
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
に
よ
っ
て
多
く
の
イ
ベ
ン
ト
や
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
縮
小
や
中
止
に
追
い
込
ま
れ
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活

動
も
ま
た
、
計
画
し
た
活
動
が
思
う
よ
う
に
で
き
な
か
っ
た

ク
ラ
ブ
が
多
か
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

リジョン＆ゾーン・チェアパーソン中間報告

L.嶺岸 義雄

L.菊地 一男

L.齊藤 きえ子L.相澤 満

（仙台いずみLC）

（亘理LC）

（富谷LC）（石巻LC）

  
1
R  

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

2
R  

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

3
R  

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

4
R  

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
の
一
つ
の
ク
リ

ス
マ
ス
家
族
会
も
そ
の
影
響
を
受
け
、
4
R
1
Z
内
で
は
全

て
の
ク
ラ
ブ
が
開
催
中
止
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
R
C
と
し

て
の
出
番
も
無
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

今
年
は
震
災
か
ら
10
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
、
何
か
し

ら
の
イ
ベ
ン
ト
な
り
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
提
案
し
た
い
と
考

え
て
は
い
る
も
の
の
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
現
状

で
は
、
賛
同
を
得
る
の
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
何
な

の
だ
ろ
う
。
で
き
な
い
こ
と
を
嘆
く
の
で
は
な
く
、
で
き
る

こ
と
を
探
し
出
す
姿
勢
を
、
今
一
度
取
り
戻
す
必
要
が
あ
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

令
和
2
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
い
う
目
に
見
え
な

い
も
の
と
の
闘
い
の
一
年
で
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
皆
様
に
お
い
て
は
、
す
べ
て
の
奉
仕
活
動
が

制
限
さ
れ
、
通
常
例
会
の
開
催
さ
え
中
止
せ
ざ
る
を
得
な
い

状
況
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
厳
し
い
中
で
も
何
が
で
き
る
か
を
考
え
「
ウ
ィ
・

サ
ー
ブ
」を
念
頭
に
置
き
、
活
動
を
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

令
和
3
年
が
会
員
皆
様
に
と
っ
て
良
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ
活
動
報
告

《
第
２
回 

第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ 

会
長
幹
事
会
》

　

２
０
２
０
年
12
月
8
日（
火
） 

ホ
テ
ル
モ
ン
ト
レ
仙
台
に
て

開
催
致
し
ま
し
た
。
嶺
岸
義
雄
R
C
を
は
じ
め
、
第
１
Ｚ
全

8
ク
ラ
ブ
の
会
長
・
幹
事
14
名
に
出
席
頂
き
ま
し
た
。

会
議
内
容
に
つ
い
て

◇
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
報
告
を
嶺
岸
Ｒ
Ｃ
よ
り
報
告

　

頂
き
ま
し
た
。

◇
各
ク
ラ
ブ
活
動
報
告
を
各
ク
ラ
ブ
幹
事
よ
り
報
告
頂
き
ま

　

し
た
。

　

・
各
ク
ラ
ブ
で
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
思
う
よ
う
に
活
動
で

　
　

き
て
い
な
い

　

・
会
員
維
持
が
課
題

◇
そ
の
他
、
審
議
事
項
と
し
て
新
年
合
同
例
会
の
開
催
に
つ

　

い
て
各
ク
ラ
ブ
の
状
況
を
確
認

　

・
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
し
て
い
る
状
況
で
の
開
催
に
疑
問

　

・
開
催
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
80
％
縛
り
を
な
く
し
、
出
席

　
　

に
つ
い
て
は
会
員
個
々
の
判
断
に
し
て
欲
し
い

　

・
会
食
を
な
く
し
て
、
お
弁
当
の
持
ち
帰
り
に
し
た
ら
ど

　
　

う
か

　

食
事
会
は
前
回
同
様
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
予
防
に
留

意
し
な
が
ら
会
食
致
し
ま
し
た
。

《
第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ
第
２
Ｚ
新
年
合
同
例
会
》

　

第
２
回
会
長
幹
事
会
の
各
ク
ラ
ブ
の
ご
意
見
と
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
を
考
慮
し
、
中
止
と
致
し
ま
し
た
。

　

新
年
合
同
例
会
を
担
当
し
て
頂
き
ま
し
た
仙
台
萩
L
C
に

は
直
前
ま
で
の
段
取
り
等
、
大
変
ご
苦
労
を
お
掛
け
致
し
ま

し
た
。

　

以
上
、
第
１
Ｒ
・
第
１
Ｚ 

Ｚ
Ｃ
の
活
動
報
告
と
し
ま
す
。

　

第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
の
経
過
報
告
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

12
月
３
日（
木
）　

第
１
Ｒ 

第
２
Ｚ 

会
長
幹
事
会

　

第
2
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
で
の
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
の
現
状
と

３
３
２
―
Ｃ
地
区
の
会
員
数
の
現
状
の
報
告
。
ま
た
Ｌ
Ｃ
Ｉ

Ｆ
の
各
ク
ラ
ブ
へ
の
依
頼
。
諮
問
書
か
ら
各
ク
ラ
ブ
の
現
状

の
把
握
と
各
ク
ラ
ブ
の
活
動
報
告
。

　

ま
た
、
今
後
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
１
月
29
日（
金
） 

第
１

Ｒ
合
同
例
会
は
現
在
の
コ
ロ
ナ
情
勢
を
踏
ま
え
て
中
止
と
決

定
致
し
ま
し
た
。

第
２
Ｒ
第
１
Ｚ 

第
２
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
会
議
（
ゾ
ー
ン
会

議
）開
催
に
つ
い
て

２
０
２
０
年
11
月
24
日（
火
）
15
時
～  

ホ
テ
ル
原
田
I
N
さ

く
ら（
柴
田
町
船
岡
）に
て
開
催
。

　

C
O
V
I
D
―
19
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
参
加
人
数
を

制
限
。
ク
ラ
ブ
会
長
の
み
の
参
加
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

第
２
Ｒ
菊
地
一
男
Ｒ
Ｃ
、
次
期
Ｚ
Ｃ
予
定
者 

大
槻
利
雄

Ｌ
（
柴
田
Ｌ
Ｃ
）
を
迎
え
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
報

2020-2021  Cabinet Members

L.庄司 誠

L.佐沢 仁一

L.岩渕 幹夫

（仙台シティLC）

（仙台青雲LC）

（涌谷LC）

  

5
R  

リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

1
R
1
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

1
R
2
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

L.内田 洋一
（岩沼LC）

  

2
R
1
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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告
、
ガ
バ
ナ
ー
地
区
運
営
方
針
の
確
認
、
ガ
バ
ナ
ー
公
式
訪

問
決
算
報
告
、
各
ク
ラ
ブ
報
告
な
ど
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

※
次
回
開
催
予
定　

２
０
２
１
年
２
月
中
旬

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

第
２
Ｒ
第
２
Ｚ
ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
Ｌ
髙
橋
正
衛

で
す
。
活
動
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

第
２
回
ゾ
ー
ン
会
議
は
12
月
6
日
（
日
）に
白
石
市
中
央
公

民
館
に
お
い
て
第
２
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
菊
地
一

男
Ｌ
の
ご
出
席
の
も
と
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
の
会
長
よ
り
奉
仕
活
動
な
ど
の
報
告
を
次
の
よ

う
に
受
け
ま
し
た
。

　

〇
蔵
王
Ｌ
Ｃ
は「
食
育
教
育
を
小
学
校
」で
実
施
。

　

〇
川
崎
Ｌ
Ｃ
は
花
だ
ん
清
掃
を
実
施
。

　

〇
村
田
Ｌ
Ｃ
は
仙
南
ス
キ
ー
連
盟
へ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

　
　

を
実
施
。

　

〇
七
ヶ
宿
Ｌ
Ｃ
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
防
止
対
策
と
し
て

　
　

町
内
の
小
・
中
学
校
の
生
徒
全
員
に
フ
ェ
イ
ス
シ
ー
ル

　
　

ド
を
贈
呈
し
た
。

　

〇
白
石
益
岡
Ｌ
Ｃ
は
白
石
工
業
高
校
を
始
め
、
白
石
大
鷹

　
　

沢
小
学
校
、
白
石
第
一
小
学
校
、
白
石
第
二
小
学
校
で

　
　

の
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
実
施
。

　

私
か
ら
の
報
告
は
ア
ラ
ー
ト
フ
ォ
ー
ラ
ム
i
n
宮
城
実
行
委

員
会
の
実
施
内
容
、
及
び
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
と
し
て
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
基
金
へ
の
拠
出
金
を
勧
奨
し
ま
し
た
。
Ｚ
Ｃ
の
各
ク
ラ

ブ
訪
問
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
鑑
み
、
時
期

等
に
つ
い
て
予
定
を
決
定
し
た
い
旨
を
伝
え
ま
し
た
。

　

白
石
益
岡
Ｌ
Ｃ
で
は
12
月
17
日
（
木
）に
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
エ

ス
ト
プ
ロ
グ
ラ
ム
説
明
例
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
薬
物
乱
用

防
止
教
育
認
定
講
師 

富
岡
和
弘
L
か
ら
ス
ラ
イ
ド
を
用
い

て
１
時
間
程
度
の
講
習
を
受
け
、
ク
エ
ス
ト
の
イ
メ
ー
ジ
を

体
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
皆
ん
な
で
で

き
る
」
を
、
両
手
を
使
っ
て
行
い
、
皆
で
一
つ
の
輪
に
な
る

こ
と
が
で
き
る
こ
と
の
大
切
さ
を
、
ク
エ
ス
ト
説
明
会
を
通

じ
て
肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
第
２
Ｚ
に
ク
エ
ス

ト
活
動
を
広
め
て
い
く
気
概
に
な
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
共
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
の
皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
い
ま
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
活
動
と
な
り
ま
す
が
、

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
行
わ
れ
ま
し
た
、
ゾ
ー
ン
内
の
ボ
デ
ィ
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
と
し
て
２
０
２
０
年
11
月
７
日
（
土
）に
仙
台
う
み
の
杜

水
族
館
周
辺
清
掃
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
ガ
バ
ナ
ー
含
め
、

30
名
近
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
清
掃
活
動
の
中
で
、
１
ゾ
ー

ン
内
ク
ラ
ブ
間
の
情
報
交
換
な
ど
を
行
い
、
充
実
感
の
あ

る
活
動
で
あ
っ
た
と
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
第
２
回

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
を
経
て
、
ゾ
ー
ン
会
議
を
行
う
予
定
で

し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
メ
ー
ル
に
よ
り
各

ク
ラ
ブ
に
共
有
し
、
意
見
を
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
新
年
合
同
例
会
の
開
催
に
つ
い
て
、
副
Ｚ
Ｃ
と
協

議
を
重
ね
現
状
と
今
後
の
感
染
リ
ス
ク
を
考
慮
し
、
今
回
は

中
止
と
判
断
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
重
ね
て
メ
ー
ル
会
議
に
て

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
コ
ロ
ナ
の
終
息
が
見
え
な
い
中
で
の
活
動
と
な

り
ま
す
が
、
リ
モ
ー
ト
会
議
な
ど
を
経
て
現
状
の
改
善
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

11
月
28
日（
土
） 

第
２
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
を
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
担
当
ク
ラ
ブ
富
谷
Ｌ
Ｃ
の
方
々
に
設
営
い
た

だ
き
、
無
事
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

　

各
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
、
労
力
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
事
業
に
関

し
て
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
中
、
３
密
を
避
け
な
が
ら

慎
重
に
実
施
し
た
旨
の
報
告
を
い
た
だ
き
、
各
ク
ラ
ブ
と
も

に
大
変
苦
労
し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
の
他
の
事
業
に
関
し
て
は
、
厳
し
い
状
況
で
も

あ
り
、
や
む
を
得
ず
中
止
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の

事
業
に
関
し
て
は
、
状
況
を
見
な
が
ら
進
め
て
い
く
が
、
無

理
は
し
な
い
と
の
総
意
で
し
た
。

　

尚
、
現
在
の
状
況
下
で
富
谷
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
の
宮
城
美

智
彦
ク
ラ
ブ
会
長
よ
り
、
例
会
開
催
も
中
止
の
旨
の
お
話
を
頂

き
、
ク
ラ
ブ
表
敬
訪
問
は
し
な
い
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

　

先
日
、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の
報
告
を
齊
藤
き
え

子
リ
ジ
ョ
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
よ
り
頂
き
ま
し
た
。

　

ゾ
ー
ン
編
成
の
問
題
に
関
し
て
は
、
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
リ

ジ
ョ
ン
内
で
何
と
か
す
る
よ
う
に
と
ご
指
示
を
頂
き
ま
し
た

が
、
こ
の
問
題
は
遅
々
と
し
て
進
展
し
ま
せ
ん
。

　

ゾ
ー
ン
の
ク
ラ
ブ
数
は
４
ク
ラ
ブ
以
上
と
な
っ
て
居
り
ま

す
の
で
、
ガ
バ
ナ
ー
よ
り
ゾ
ー
ン
編
成
の
英
断
を
要
望
い
た

し
ま
す
。

　

残
さ
れ
た
期
間
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
が
１
日
も
早
く
終
息
し
、
地
域
と
の
交
流
を
図

L.今野 静雄

L.菊地 守

（大和エコーLC）

（仙台ニューポートLC）

リジョン＆ゾーン・チェアパーソン中間報告

  

3
R
1
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

  

3
R
2
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン

L.髙橋 正衛
（白石益岡LC）

  
2
R
2
Z  

ゾ
ー
ン
・
チ
ェ
ア
パ
ー
ソ
ン
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り
、
明
る
く
、
楽
し
い
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
の
推
進
が
で
き
ま

す
よ
う
に
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
支
援
ご

鞭
撻
の
ほ
ど
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
17
日
（
火
）、
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
以
降
、
３

ク
ラ
ブ
と
訪
問
を
約
束
し
て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
で
２
ク
ラ
ブ
の
み
の
訪
問
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

２
ク
ラ
ブ
と
も
訪
問
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会

議
の
趣
旨
を
説
明
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
ち
訪
問
し
た
１
ク
ラ
ブ
で
は
、
新
入
会
員
が
１
名

お
り
、
ま
た
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
で
は
市
内
の
他
の
施
設
団
体

へ
物
品
を
贈
呈
す
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。

　

各
ク
ラ
ブ
と
も
新
聞
に
掲
載
さ
れ
る
な
ど
、
そ
れ
な
り
に

行
事
を
行
っ
て
お
り
、
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
活
動
を
P
R
し
て
い

て
奉
仕
活
動
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
３
ク
ラ
ブ
、
未
訪
問
が
あ
り
ま
す
が
、
会
員
増
強
と

ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
献
金
に
つ
い
て
説
明
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

第
２
回
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
委
員
会
を
11
月
25
日
（
水
）に
サ
ン

シ
ャ
イ
ン
佐
沼
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
相
澤
満
Ｒ
Ｃ
含
め

14
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
第
２
回
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議

の
報
告
と
公
式
訪
問
の
収
支
決
算
報
告
を
致
し
ま
し
た
。
繰

り
返
し
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
1
0
0
の
推
進
を
お
願
い
し
ま
し

た
。
協
議
事
項
は
ガ
バ
ナ
ー
諮
問
書
の
回
答
内
容
、
特
に
新

規
会
員
の
募
集
方
法
に
つ
い
て
各
ク
ラ
ブ
の
実
情
を
踏
ま
え

て
討
議
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ
ブ
と
も
コ
ロ
ナ
禍
、
新
規
会
員

の
獲
得
に
は
苦
戦
し
て
い
る
状
況
で
し
た
。
ま
た
次
期
ガ
バ

ナ
ー
の
推
薦
を
相
澤
満
Ｒ
Ｃ
よ
り
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
各
ク

ラ
ブ
へ
報
告
後
、
現
加
藤
俊
治
第
一
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
推

薦
状
を
石
巻
日
和
L
C
へ
送
付
す
る
事
と
致
し
ま
し
た
。

　

12
月
に
入
り
所
管
２
つ
の
保
健
所
管
内
感
染
者
が
90
名
を

超
え
、
悪
疫
は
当
地
域
に
も
猛
威
を
振
る
っ
て
お
り
ま
す
。

年
末
年
始
の
祝
賀
行
事
は
勿
論
の
こ
と
、
例
会
さ
え
ま
ま
な

ら
な
い
状
況
で
す
。
先
が
見
え
な
い
不
安
を
当
ゾ
ー
ン
も
抱

え
て
お
り
ま
す
。

　

今
こ
そ
「
体
と
心
の
健
康
に
W
e  

S
e
r
v
e
」を
肝
に
据

え
、
ま
ず
は
健
康
を
維
持
し
、
来
る
べ
き
雪
解
け
に
力
を
発

揮
で
き
る
よ
う
に
心
が
け
活
動
し
て
参
り
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。

①
11
月
19
日（
木
）

　

古
川
ラ
イ
オ
ネ
ス
ク
ラ
ブ
例
会
訪
問

②
11
月
30
日（
月
）

　

涌
谷
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
フ
ー
ド
バ
ン
ク
へ

　

食
料
の
提
供（
涌
谷
L
C
へ
同
行
）

③
12
月
８
日（
火
）

　

涌
谷
L
C
主
催
の
涌
谷
高
校
１
年
生
対
象
の

　

薬
物
乱
用
防
止
セ
ミ
ナ
ー
へ
参
加

④
12
月
24
日（
木
）

　

涌
谷
L
C
主
催
の
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ

　

ン
ト
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
に
参
加（
あ
ら
か
じ
め
保
護
者

　

か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
頂
い
て
い
て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
に

　

扮
し
て
届
け
る
）

⑤
12
月
25
日（
金
）

　

岩
渕
５
Ｒ 

Ｒ
Ｃ
と
中
嶋
名
誉
顧
問
を
訪
問

　
（
第
２
副
地
区
ガ
バ
ナ
ー
の
件
に
つ
い
て
相
談
）

※
諮
問
委
員
会
は
行
わ
ず
書
面
に
て
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
会
議
の

　

報
告

今
後
の
予
定

　

合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
：

　

・
元
プ
ロ
野
球
選
手
に
よ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
野
球
教
室

　

・
歴
史
文
化
講
演
会

　

い
ず
れ
に
す
る
か
、
今
後
の
状
況
を
見
て
実
施
か
中
止
を

判
断
す
る
。

※
涌
谷
L
C
は
、
12
月
第
２
、１
月
第
１
例
会
は
中
止
と
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
を
予
防
し
、
皆
様
の
安

全
・
安
心
面
を
最
優
先
に
考
慮
し
た
対
応
と
し
て
、
12
月
18

日
（
金
）、
第
2
回
ゾ
ー
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
各
ク
ラ
ブ
宛
に

書
面
を
お
送
り
し
、
開
催
の
形
と
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

内
容
は
、
Ｌ
Ｃ
Ｉ
Ｆ
献
金
、
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
基
金
の

10
月
末
現
在
達
成
率
や
、
1
0
0
＄
献
金
の
お
願
い
。
視
力

フ
ァ
ー
ス
ト
事
業
30
周
年
へ
の
協
力
要
請
。
第
２
副
地
区
ガ

バ
ナ
ー
立
候
補
者
の
お
願
い
等
ご
説
明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

今
後
の
予
定
と
し
て
、
各
ク
ラ
ブ
へ
例
会
訪
問
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
に
よ
る
社
会
情
勢
を
鑑
み
て
対

応
さ
せ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。

L.髙橋 和徳 L.小野 信男

L.佐々木 充

L.久 勉

（佐沼LC） （石巻中央LC）

（古川中央LC）

（涌谷LC）

2020-2021  Cabinet Members
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Topics

日
時
◇
2
0
2
0
年
12
月
15
日（
火
）

場
所
◇
仙
台
市
立
高
砂
中
学
校

	

仙
台
市
立
沖
野
東
小
学
校

日
時
◇
2
0
2
1
年
2
月
4
日（
木
）

場
所
◇
宮
城
県
名
取
北
高
等
学
校

宮
城
県
名
取
北
高
等
学
校	

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
一
式（
ハ
ン
ド
ベ
ル
）

仙
台
市
立
高
砂
中
学
校	

フ
ル
ー
ト

仙
台
市
立
沖
野
東
小
学
校	

立
奏
木
琴

泉
ヶ
丘
幼
稚
園	

タ
ン
ブ
リ
ン
、
鳴
子
、
他

寄 贈 内 容

　
2
0
2
0
年
12
月
15
日（
火
）
に
「
東
北
支
援
チ
ー

ム
K
A
W
A
I（
3
3
0
―
A
）」と
当
3
3
2
―
C
地

区
合
同
に
よ
る
、
被
災
地
支
援
ア
ク
テ
ィ
ビ
ィ
テ
ィ

と
し
て
、
楽
器
寄
贈
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
が
執
り
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
地
区
合
同
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

は
、3
3
0
―
A
地
区
（
東
京
）
の
元
ガ
バ
ナ
ー
河
合

悦
子
L
と
当
地
区
の
名
誉
顧
問 

田
畑
英
伍
L
が
、

同
期
ガ
バ
ナ
ー
で
あ
っ
た
こ
と
の
ご
縁
で
実
現
し
て

い
る
も
の
で
す
。
昨
年
度
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
に
続

き
、
今
年
度
も「
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
！
」と
の
お
話

も
あ
り
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
下
、
楽
器
寄

贈
で
の
支
援
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
楽
器
寄
贈
は
、
宮
城
県
名
取
北
高
等
学

校
、
仙
台
市
立
高
砂
中
学
校
、
仙
台
市
立
沖
野
東
小

学
校
、
泉
ヶ
丘
幼
稚
園
の
４
校
で
す
が
、
こ
の
日

は
、
高
砂
中
学
校
、
沖
野
東
小
学
校
の
２
校
へ
の
訪

問
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
永
冨
ガ
バ
ナ
ー
、
田
畑
名
誉
顧
問
、
相

澤
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
幹
事
、
洞
口
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹

事
の
４
名
が
訪
問
し
ま
し
た
。
高
砂
中
学
校
で
は
フ

ル
ー
ト
を
寄
贈
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
が
、
１
・
２
年

生
全
員
の
大
歓
迎
を
受
け
、
我
々
一
同
、
あ
ま
り
に

盛
大
な
歓
待
に
恐
縮
の
連
続
で
し
た
。

　

ま
た
沖
野
東
小
学
校
で
は
、
寄
贈
申
し
上
げ
た
立

奏
木
琴
に
よ
る
演
奏
を
ご
披
露
い
た
だ
き
、
そ
の

見
事
な
演
奏
に
感
激
い
た
し
ま
し
た
。
今
年
は
子
供

達
に
と
っ
て
発
表
の
場
も
無
く
、
辛
い
環
境
の
中
で

  

東
北
支
援
チ
ー
ム
K
A
W
A
I（
3
3
0
―
A
）・
３
３
2
―
C
地
区
合
同

被
災
地
支
援
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

楽
器
寄
贈
式
典
を
開
催

▲楽器寄贈で訪れた高砂中学校と沖野東小学校で▼楽器寄贈で訪れた名取北高等学校で
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日
々
練
習
を
続
け
ら
れ
て
い
た
そ
う
で
す
。
担
当
の

菅
原
先
生
が
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
涙
な
が
ら
に
お

話
を
さ
れ
た
時
は
、
こ
ち
ら
も
、
も
ら
い
泣
き
を
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
「
東
北
支
援
チ
ー
ム
K
A
W
A
I（
3
3
0
―

A
）」と「
3
3
2
―
C
地
区
」の
合
同
支
援
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
が
、
素
晴
ら
し
い
成
果
を
収
め
て
い
る
こ
と

を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
副
幹
事　
Ｌ
洞
口
勝
則（
名
取
L
C
）

※
文
は
12
月
15
日
に
2
校
訪
問
し
た
時
の
報
告
で
す
。

　11月21日（土）に「L.菊地伸治 元国際理事を偲ぶ
会」が、しめやかに執り行われました。
　コロナ禍の中、菊地Lが所属していた仙台青葉LC
の例会場でもあるホテルメトロポリタン仙台が、快く
式典会場に名乗りをあげてくれました。
　当日は後藤隆一L、杉本忠夫L、山浦晟暉Lら元国
際理事をはじめ、ガバナー経験者から弔電と弔花が
寄せられました。会場では全国からの参列者が別れ
を惜しんでいました。国際理事の安澤莊一Lはご多忙
のなか福島県から駆けつけられ、弔辞を述べられまし
た。東北学院大学つばさレオクラブのメンバーには式
典運営に協力して頂きました。
　50名を超える参列者からは、会場内に陳列された
菊地Lが身につけられた衣装や貴重なライオンズの名
品、更には300編を越える直筆の随筆原稿に驚きの

声が上がっていました。また、これまで菊地Lが参加さ
れた全世界の国際大会や国際フォーラムの記念ピン
は、テーブル一杯に並べられ、ご遺族から形見分けの
品として提供されました。私は1991年 菊地Lが国際理
事に就任されたオーストラリア・ブリスベン国際大会の
記念ピンを頂きました。東日本大震災の復興支援時
に作成したDVDが上映されると、在りし日の菊地Lの
お姿に、会場が懐かしさと暖かさに包まれました。
　最後に、コロナ禍の中、地区を超えて全国のライオン
が集うことができたのは、ひとえに菊地Lを332-C地区
の象徴として尊重して頂いた、永冨淳次ガバナーのご
理解とご支援の賜物であったことを、深い敬意と感謝
の思いを込めて、書き記しておきたいと思います。
　永冨ガバナーありがとうございました。
　そして菊地Lを慕う全てのLに感謝申し上げます。

泉ヶ丘幼稚園の庄子真由美園長から届いた心温まるお手紙

L.菊地伸治の遺されたもの
仙台青葉LC 前会長　L.平嶋敬義

投稿
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  　　  Information_1 

  　　  Information_2

Governor
Information

　ガバナー就任の際、2020年-2021年度地区運営方針を大きく3項目設けましたが、半期も過ぎ改めて達
成状況をお知らせいたします。今回はわかりやすい数値化できるものに限定し、見やすいようにグラフにしま
した。（現在の状況は2020年12月末時点）

●会員維持増強（増員250名）

●LCIF献金（目標150,000ドル）及び
　合同アクティビティ基金献金（目標350万円）
LCIF献金の332複合地区のグラフを左頁に掲載したので、そちらも参考までにご覧ください。

●マイライオンによる奉仕活動報告率（80％）
「ライオンズの活動を広く地域の方へお知らせする」という3番目の方針の中にある項目です。これは奉仕活
動が“0”であっても報告だけはお願いいたします。

　本誌がお手元に届く頃には、今期も残すところ4ヶ月となっているかと思います。目標達成に向けて、
332-C地区ライオン各位のご協力を一層お願いいたします。

　今年度のガバナー特別賞は、入会５年以上でクラブの例会に無欠席を続けている方と、

奉仕活動への多大な功労者に差し上げたいと考えております。

各地区のゾーン・チェアパーソンへ該当する方の推薦をお願いしております。

地区運営方針の状況報告と目標達成へのお願い

第67回地区年次大会 ガバナー特別賞について

 目標 150,000＄LCIF献金

合同アクティビティ
基金献金

奉仕活動報告率

会員数

現在 1,805,630円 目標 3,500,000円

現在 52% 目標 80%

現在 86,305＄

入会 50名

退会 39名
 目標 

250名増 現在 1,607名
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◇
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　　　今期目標額　　　　　

     DATA ＧＲＡＰＨ

332複合地区のLCIF寄付額一覧（2020年12月までの累計と今期目標額） 

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
療
従
事
者
支
援

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
♪

A
L
E
R
T
委
員
会 

副
委
員
長

L
鈴
木
二
三
子（
仙
台
高
砂
L
C
）

ＲＥＰＯＲＴ

 190,000＄

地　区 2020年12月までのLCIF寄付額

 170,000＄

 150,000＄

 210,000＄

 180,000＄

 110,000＄

332-A 青森県

332-B 岩手県

332-C 宮城県

332-D 福島県

332-E 山形県

332-F 秋田県

84,616＄

99,381＄

86,305＄

151,202＄

72,838＄

32,434＄

※金額は米ドル
　ライオンズレート
　（1ドル 104.162000円）
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続けてきたアクティビティです。当時、植樹した苗木が
大木に成長した姿は、まさに名取LCの歴史そのもので
あり感慨深いものがあります。毎年７月の早朝に行われ
る館腰駅前の除草・清掃は、盛夏の労働アクティビティ
として、清々しい気持ちにさせてもらっています。これ
からも楽しくクラブ全員で取り組みたいと思っています。

『市内来日生家族会招待』
　名取市の国際交流事業との関連で外国人との交流も
盛んな地域性によるところも大きいと思いますが、当ク
ラブもYCE来日生を多く受け入れてきました。市内来日
生家族会招待のアクティビティは、そのような地域性と
歴史、留学生（宮城高専）が市内に多く在住していると
いうこともあり、違和感なく開催できているイベントで
す。留学生も寮生活の中だけでなく日本の一般家庭と
接するいい機会だと思います。

最後に…
　「アクティビティ」こそ、ライオンズの根幹をなすもの
なのは、多くのライオンの共通認識と思います。そし
て、各クラブがアクティビティを自由に計画実行できる
時間とエネルギーを持ち、地域の方々に役に立ち喜ば

『53年間の歴史の中で…』
　名取LCは、CNから今年で53年を迎えますが、その
歴史の中で多くのアクティビティが誕生しています。名
取LCの主なアクティビティとして、
〇館腰駅前の除草・清掃　　
〇雷神杯少年野球大会協賛　　
〇名取市剣道大会協賛　
〇献血運動勧誘協賛　
〇市内留学生家族会招待
〇雷神山・十三塚公園桜の樹手入れ

　かつては実施していたアクティビティもありますが、
チャリティバザーなど時代の変化により転換を迫られた
ものもあります。しかしながら、40年以上継続している
アクティビティもあり、地元に根付いたアクティビティと
なっています。近年始まった雷神杯少年野球大会は、
県外からの参加もありコロナ禍の中でも熱気ある大会
を実現しています。グラウンドに元気な子供たちの声が
響き、始球式はだいぶ緊張するようです。

『雷神山・十三塚公園
 桜の樹 手入れ』
　雷神山・十三塚公園桜の樹手入れは、40年もの間

ライオンみやぎ★特別企画

おらほの
アクト自慢

 おらほのアクト自慢・4
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れ、そのアクティビティを継続していくことがあるべき
姿だと感じています。毎年発表される国際協会やキャ
ビネット主導のアクティビティも素晴らしいと思います。
しかしながら、あまりに型にはまってしまうと、アク
ティビティ自体への情熱が委縮し、「楽しくないライオン
ズ」となってしまう気がします。やる気と情熱を持って、

「明るく楽しいライオンズ」を創っていきたいと思います。

『被災地集団移転地への
 コミュニティ支援』
　酒田市ボランティア・公益活動団体「絆盆栽を愛する
会」と石巻めぐみ野LCのクラブ員で、これまで被災地集
団移転地5地区へ「鳴子水石による癒しのミニ石付き盆
栽」の提供とメンテナンスを行ってきました。また、石巻
市新立野地区の夏祭り支援「提灯寄付、会場設営の手
伝い等」など行ってきました。

　当クラブは設立時の基本方針の一つとして地域コ
ミュニティ支援を掲げています。最大被災地として集団
移転地のコミュニティ不足の問題を抱える中、現会長
石川Lと旧友の山形県酒田市「絆盆栽を愛する会」の
会長阿部貢様から被災地を支援したいとの申し出があ
り、仮設住宅へミニ盆栽を提供したのが始まりです。
　以降、毎年2回酒田市から来石していただき、復興
住宅の住民を中心にミニ盆栽の提供とメンテナンスを
行っております。集団移転地域の新しいコミュニティ支
援として夏祭りの会場設営等地域住民と共に活動する
ことにより、ライオンズクラブの啓発活動としても取り組
んでおります。
　新しい集団移転地のコミュニティ形成がまだまだ進
んでいない中、私たちが取り組んでいる絆盆栽の贈呈
が心のケアとして地域住民に喜ばれ、地域コミュニティ
にも役立っているものと思います。盆栽贈呈時の皆さん
の喜びの笑顔はとても素晴らしいものであり、心の傷を
少しでも癒してくれるものと信じております。これからも
被災者の心に寄り添い、手を差し延べる活動を継続的
に実施しコミュニティ支援に努めて参ります。

『青少年健全育成』
　将来を担う青少年を健全に育てることが、今求められ
ているアクティビティに最適と考え、クラブ設立時から
継続的に取り組んでいます。
・石巻市内の小・中学校での薬物乱用防止講座の開講
・石巻市内中学校への国際平和ポスターコンテストへ
　の参加要請（今期市内中学校4校が参加）
・ライオンズクエストへの協力
・チャリティゴルフ収益金の一部10万円を市教育委員
　会へ継続的に寄付

最後に…
　アクティビティや様々な活動を通じてクラブ会員が誇
りを持てるクラブであることを大切にしています。そのた
めには、入会して良かったと思えるクラブ運営と奉仕活
動が重要です。例会の内容と在り方をクラブ会員全員
が理解して例会に出席していただくことは勿論、奉仕活
動を充実させることにより、多くの方々に関心を持って
いただけると思います。そしてそれが、新入会員の増強
にも繋がると思います。

 おらほのアクト自慢・5



Lion Miyagi　2021年1・2月号 16

糧配布活動を行っているのがフードバ
ンク仙台（小椋亘代表）であります。
　我がクラブとしてもフードバンク仙
台に支援することをアクティビティ該当
案件の一つとして、9月7日（月）には同
所に行き説明を受けた後、クラブ内で
色 と々話し合いを重ねてきたところであ
りましたが、斎藤会長の努力もありここ
に第1回目の実行ができたことにクラブ
員一同一安心というところであります。
　現在フードバンク仙台には多くの要
支援者からSOSが来ているとの報告も
受けております。我がクラブも1回きり
に終わらせず続けていく覚悟でありま
すが、他クラブも同調して頂き「支えあ
う力」が大きなうねりとなることを願って
止みません。

　古川ライオンズクラブが主催する、
少年の健全育成を目的とした「第12回
古川ライオンズクラブ杯選抜少年野球
大会」が10月25日（日）に大崎市田尻地
区公民館グラウンド・田尻中学校グラ
ウンドにて開催されました。
　今年は欠場２チームを除く14チーム
が出場し、トーナメントで優勝を争い
ました。新型コロナウイルスの感染拡
大を考慮し、例年2日間での開催を1
日での開催とし、閉会式は最小限の
チームで実施しての開催でした。今回
は主管の宮城大崎リトルシニアから要
望のあった、昨年10月の台風被害で故

　石巻手話勉強会会長の村上ゆり子さ
んを講師にお招きし、毎年恒例の手話
勉強会を開催しました。この日は、石
巻日和LCと合同例会にし、みんなで
楽しく手話を勉強しました。

　去る10月15日（木）斎藤範夫会長、
阿部千晴幹事の2名で仙台市青葉区に
事務所を置くフードバンク仙台に赴き、
現金10万円とカップ麺などの食料品

（8,478円分）を届けて参りました。 “「生
きる」を支えあう”をコンセプトとして食

障した放送設備機器一式を寄贈及び
大会運営資金として10万円を拠出しま
した。試合は各所で熱戦が繰り広げら
れ、古川ジャイアンツが優勝しました。

　早朝、七北田川河川敷のライオンズ
花壇に季節の花を植え、花壇の手入れ
と清掃を行いました。

　高砂市民センターから仙台うみの杜
水族館までの道中のごみ等を拾い、
域外から来る人達に気持ちよく観光、
ショッピングを楽しんでもらうという主
旨で企画されました。集合時間の7時
頃は10℃を下回り、寒いねぇの声が聞
こえる中、ガバナーはじめ三役も参加

  Activity
      Report

石巻中央LC主幹
石巻中央LC・石巻日和LC合同

仙台泉中央LC

古川LC  

仙台いわきりLC 

仙台ニューポートLC 

4R 1Z

1R 1Z

5R 1Z

3R 1Z

3R 1Z

日時◆2020年10月14日（水）
場所◆石巻グランドホテル
参加◆石巻中央LC6名・石巻日和LC10名

日時◆2020年10月15日（木）
場所◆フードバンク仙台
参加◆L2名

日時◆2020年10月25日（日）
場所◆大崎市田尻地区公民館グラウンド
　　　田尻中学校グラウンド

日時◆2020年10月31日（土）
場所◆岩切地区七北田川河川敷
参加◆L8名

日時◆2020年11月7日（土）
場所◆高砂市民センターから
　　　仙台うみの杜水族館の道筋
参加◆25名（内L24名）

第12回古川LC杯選抜
少年野球大会

楽しい手話勉強会開催

河川敷 LC花壇の清掃

仙台ニューポートLC主幹
合同アクティビティ
仙台うみの杜水族館
周辺清掃活動

フードバンク仙台に支援
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いただき、総勢25名で開始しました。
活動に先立ち、ガバナーからアクティ
ビティの重要性などのご挨拶を頂きま
した。４班に分かれ、それぞれ指定の
エリアでゴミ拾い開始。コロナ禍によ
り人出が減少したこともあり、例年に
比べゴミの量は減少していましたが、
回収したゴミは軽トラ１台分。早朝の清
掃だけで、これだけのゴミが拾えたこ
とに満足感を得られるアクティビティと
なりました。

　第31回亘理ライオンズクラブ杯少年
サッカー大会は、16チームの団体が参
加し熱戦を繰り広げました。優勝に輝
いたのは七ヶ浜少年団チーム。本大会
は当クラブが、亘理町サッカースポー
ツ少年団協議会のサッカーを通じて少
年・少女たちの健全なる心身の育成を
図る目的に賛同して毎年開催されてい
ます。サッカーを通じて、遠く離れた
場所にいる子どもたちが一堂に会し、
新たな交流とお互いに刺激を感じ合え
た今回の大会。この中から、いつの日
か世界で活躍する選手が生まれること
を亘理LC一同期待したいものです。

　2週間前の～お持ち帰りお弁当バ－
ジョン～が好評で、事前申込も多数あ
り確かな手応えを感じておりました。
　当日は110名の小学生に食品（カップ
麺２個、お菓子詰合せ１袋）を配布す
る事が出来ました。ピカピカの笑顔で
“こんにちは” “ありがとうございます”
の声が響き渡ります。雪が舞う氷点下
の屋外であっても、子供たちの笑顔に
癒される時間に参加メンバ－の笑顔も
加わり、次回開催への原動力になりま
した。さ～て！ 次は何にしようかな？

　コロナ禍での地域の子供たちへの支
援を模索する中で、月見ケ丘小学校学
区児童を対象に『こども食堂in塩釜』～
お持ち帰りお弁当バ－ジョン～を開催
致しました。
　当日は事前申込み児童をはじめ70名
の小学生にお弁当を配布することがで
きました。地域のこども達の居場所づ
くり “みんなでご飯をたべよう”コロナ
禍であってもできること…今期もスタ－
トしました。参加メンバ－は、感染予
防対策を徹底した上でマスク、フェイ
スシ－ルド着用と念には念を入れて子
供たちをお迎え致しました。

新入会員／L.佐藤光弘
スポンサー／Ｌ.髙橋良一

入会日／2020年11月1日（日）

左から Ｌ.髙橋良一 （スポンサー） 
　　　 L.佐藤光弘 （新入会員）

入
会
動
機
・
抱
負

◇
地
域
の
青
年
団
体
に
所
属
し
て
い
た

こ
と
は
あ
り
ま
し
た
が
、
対
象
地
域
が

広
か
っ
た
た
め
、
自
分
の
町
に
対
し
て

貢
献
が
薄
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
し

た
。
山
元
町
に
あ
る
ク
ラ
ブ
と
い
う
こ

と
で
自
分
の
町
に
貢
献
で
き
る
と
思
い

入
会
を
希
望
し
ま
し
た
。

ラ
イ
オ
ン
ズ
と
い
う
ク
ラ
ブ
が
ま
だ
よ

く
わ
か
っ
て
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
参

加
し
て
少
し
ず
つ
理
解
し
て
、
貢
献
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ス
ポ
ン
サ
ー
か
ら

◇
若
い
仲
間
を
迎
え
大
変
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
ラ
イ
オ
ン
ズ
活
動
を
楽
し

く
や
り
ま
し
ょ
う
。
期
待
し
て
ま
す
。

亘理LC

塩釜LC 

2R 1Z

3R 1Z

日時◆2020年12月5日（土）・6日（日）
場所◆鳥の海陸上競技場・亘理運動場
参加◆小学生16チーム　L5名

日時◆2020年12月2日（水）
場所◆仙塩丘の上管理事務所
参加◆70名

日時◆2020年12月16日（水）
場所◆仙塩丘の上管理事務所
参加◆110名

こども食堂in塩釜
～お持ち帰りお弁当バ－ジョン1～

こども食堂in塩釜
～お持ち帰りお弁当バ－ジョン2～

第31回亘理LC杯
サッカー大会

 2R1Z   山元LC（会長／L.齋藤慶治）



Lion Miyagi　2021年1・2月号 18

INFORMATION

　新型コロナウイルス（COVID-19）のパンデミックをめぐる懸念が続いていることを受け、国際理事会はモントリ
オールで予定されていた2021年ライオンズクラブ国際大会を、完全オンラインで開催されるバーチャルイベントに
転換することを決議いたしました。この決断は、海外渡航や大規模な集会を制限することがグローバルな感染拡大抑
止のカギであることを踏まえ、ライオンズのメンバー、スタッフ、関係業者の健康と安全を念頭に下されたものです。
　このイベントを直接集まって開催できないのは大変残念ですが、世界中のライオンズが安全に交流できる初めて
のバーチャル国際大会を開催できることを嬉しく思います。新しい体験となるこの国際大会の詳細については現在調
整中ですが、準備が整い次第皆様に告知いたします。

　2021年バーチャル大会に関する重要事項を以下のとおりお知らせいたします。

誰でも参加可能

登録料

既に登録された方

選　挙

大会の最新情報

　この世界的パンデミックにより、私たち一人ひとりが、健康と安全を第一とする決断と変更を余儀なくされていま
す。しかし、私たちは前向きに、日々新たな希望があることを信じつつ、ライオンズがこれからも新たな方法で絆を守
り、地域に安全に奉仕し、奉仕の世界的使命を果たし続けることを確信しています。
　私たちの協会と世界が直面するこの困難な時にあって、皆様のご理解をお願いいたしますとともに、ライオンとして
行ってくださっている素晴らしい奉仕に感謝申し上げます。

国際会長　ジュンヨル・チョイ

2021年大会は、世界中のすべてのライオンズとレオに開かれた
バーチャルイベントです。誰でも参加可能です。

登録料は、3月31日までは50米ドル、4月1日以降は75米ドルです。
レオの登録料は、日付にかかわらず30米ドルです。
大会は、現在6月25日～29日に予定されています。
追加イベントや登録の詳細については、近日中に公開されます。

現時点で国際大会に登録されている方には、登録のオプションに
関する情報を近日中にEメールでお知らせします。

執行役員および国際理事の選挙は電子手段にて行われます。
投票の手順については後日発表いたします。

最新のニュースや情報については、国際大会の公式ウェブサイト
「LCICon」をチェックしてください。

2021年ライオンズクラブ国際大会は
初めてのバーチャルイベントに転換して実施

Lions
豆知識

「2020-2021 ライオンズクラブ役員必携」 最新の統計数字より抜粋

　   200以上の国・領域	 48,716クラブ	 1,376,513名
　   日　本	 2,903クラブ	 106,467名

　   200以上の国・領域	 36,263クラブ	 1,189,525名
　   日　本	 2,247クラブ	 86,604名

　   85カ国	 7,370クラブ	 188,954名
　   日　本	 39クラブ	 2,050名

　 ロータリークラブ
　   （2020年8月31日 現在）

　 ライオンズクラブ
　   （2020年8月31日 現在）

　 キワニスクラブ
　   （2019年12月15日 現在）



Lion Miyagi　2021年1・2月号 19

332-C アクティビティ 労力奉仕 会員異動 家族会員 例会
出席率R Z クラブ名 件数 金額 件数 時間 期首 前月末 入会 退会 当月末 女性 世帯数 子会員数

1

1

仙 台 2 182,800 0 0 52 51 1 0 52 10 9 12 81.2
仙 台 エ コ ー 1 44,000 1 13 78 82 0 0 82 33 23 38 100
仙 台 五 城 1 0 0 0 44 45 0 0 45 15 8 17 69.6
仙 台 宮 城 野 0 0 0 0 2 4 0 0 4 0 0 0 0
仙 台 い ず み 0 0 0 0 37 39 0 0 39 2 0 0 80.7
仙 台 東 0 0 0 0 22 22 0 0 22 5 5 4 95.8
仙 台 青 雲 0 0 0 0 28 29 0 0 29 10 3 3 80
仙 台 泉 中 央 0 0 0 0 18 15 1 0 16 4 3 3 43.7

2

仙 台 青 葉 0 0 0 0 53 52 0 0 52 14 9 11 84
仙 台 広 瀬 0 0 0 0 26 28 0 0 28 1 0 0 100
仙 台 萩 0 0 0 0 41 41 1 0 42 14 8 11 61.2
仙 台 杜 1 17,000 0 0 30 30 0 0 30 12 11 13 76.4
仙 台 シ テ ィ 0 0 0 0 35 35 0 0 35 11 4 4 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 5 243,800 1 13 466 473 3 0 476 131 83 116

2

1

名 取 0 55,000 0 0 45 44 0 1 43 8 9 9 67.2
亘 理 0 0 0 0 15 16 0 0 16 4 4 4 100
岩 沼 1 10,348 0 0 28 28 0 0 28 13 10 12 43.3
柴 田 0 0 0 0 18 18 0 0 18 4 0 0 100
大 河 原 0 0 0 0 17 16 0 0 16 5 4 5 100
丸 森 0 0 0 0 13 13 0 0 13 5 5 5 100
山 元 0 0 0 0 22 22 0 0 22 7 6 6 100

2

蔵 王 0 0 0 0 24 23 0 0 23 9 6 9 0
川 崎 0 0 0 0 20 20 0 0 20 5 5 5 100
白 石 益 岡 2 19,000 0 0 15 15 0 0 15 6 6 7 100
村 田 3 58,000 0 0 19 18 0 0 18 4 5 8 100
七 ヶ 宿 0 0 0 0 9 9 0 0 9 3 3 3 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 6 142,348 0 0 245 242 0 1 241 73 63 73

3

1

塩 釜 1 3,000 0 0 22 20 0 0 20 4 5 7 100
多 賀 城 0 0 0 0 36 36 0 0 36 6 8 7 84.6
七 ケ 浜 0 0 0 0 18 18 0 0 18 5 4 4 100
仙 台 高 砂 0 0 2 5 39 39 0 1 38 15 15 19 100
仙 台 い わ き り 0 0 0 0 35 36 1 0 37 9 9 9 100
利 府 0 0 0 0 10 8 0 0 8 5 1 4 100
仙台ニューポート 0 0 0 0 19 19 0 0 19 4 4 3 100

2
大 和 エ コ ー 1 10,000 0 0 28 26 0 0 26 4 4 4 65.9
塩 釜 中 央 0 0 3 18 11 12 0 0 12 5 4 4 100
富 谷 0 0 0 0 24 25 0 0 25 8 5 7 73

　 リ ジ ョ ン 小 計　 2 13,000 5 23 242 239 1 1 239 65 59 68

4

1

石 巻 0 0 0 0 70 70 1 3 68 23 8 9 100
東 松 島 1 10,000 2 8 46 46 0 3 43 11 13 17 84.7
石 巻 中 央 0 0 0 0 19 19 0 0 19 8 4 8 100
女 川 0 0 0 0 14 14 0 0 14 1 0 0 100
石 巻 日 和 0 0 1 32.5 20 24 0 2 22 7 5 5 73.3
石 巻 桃 生 0 0 0 0 25 23 0 0 23 11 8 10 0
石 巻 河 南 0 0 0 0 28 28 0 0 28 10 10 11 100
石 巻 め ぐ み 野 0 0 0 0 32 32 0 0 32 12 7 13 52.6

2

南 三 陸 志 津 川 0 0 0 0 56 56 0 1 55 17 16 17 100
気 仙 沼 1 85,884 0 0 82 83 0 0 83 9 7 7 28.9
佐 沼 0 0 0 0 24 24 0 0 24 9 7 9 0
中 田 0 0 0 0 18 18 0 0 18 7 7 7 0

　 リ ジ ョ ン 小 計　 2 95,884 3 40.5 434 437 1 9 429 125 92 113

5

1

古 川 0 0 0 0 43 46 2 0 48 10 9 9 100
鹿 島 台 0 0 0 0 7 7 0 0 7 3 3 3 0
涌 谷 1 20,000 0 0 49 50 0 0 50 17 17 17 100
古 川 古 城 0 0 0 0 1 3 0 0 3 1 1 0 100

2

栗 原 若 柳 1 35,203 1 33 37 38 0 0 38 9 8 9 75.8
古 川 中 央 0 0 0 0 13 13 0 0 13 3 0 0 100
志 波 姫 0 0 0 0 29 27 0 0 27 10 9 9 0
築 館 1 0 1 0 18 18 0 0 18 7 5 5 88.4
加 美 0 0 0 0 12 14 0 0 14 4 0 0 100

　 リ ジ ョ ン 小 計　 3 55,203 2 33 209 216 2 0 218 64 52 52

332-C 合計 18 550,235 11 109.5 1,596 1,607 7 11 1,603 458 349 422

2021年1月度 マンスリー集計表 会員数 1,603名
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新型コロナウイルス感染症防止の観点から、代議員会は郵送方式を取り、選挙開
票・ 決議確認のみ行います。 大会式典は、人数制限（各ライオンズクラブ代議員や
キャビネット構成員等）を行っての開催になります。式典に伴う飲食もありません。

　2020年12月10日（木）、オンライン
（Zoom）投票で「2020-21年度国際平
和ポスターコンテスト332複合地区選考
会」が開催されました。
　332-A～F地区の各準地区にて選考
の上、出展された18点について審査の
結果、E地区（山形県）佐藤舞さん（酒田
市立東部中学校１年）の作品を最優秀作
品と決定しました。最優秀作品は、332
複合地区より国際平和ポスターコンテス
ト参加作品として、国際協会へ出展する
事になります。
　当332-C地区の野崎紗那さん（石巻市
立蛇田中学校）の作品は優秀賞に選ば
れました。おめでとうございます。

準地区への応募総数	 3,625点
Ａ地区（青森県）	 1,832点
Ｂ地区（岩手県）	 60点
Ｃ地区（宮城県）	 27点
Ｄ地区（福島県）	 1,561点
Ｅ地区（山形県）	 129点
Ｆ地区（秋田県）	 16点

選挙開票および
代議員決議会議

大会式典

日　　時 ◆ 2021年4月16日（金）
登録受付 ◆ 13:30～14:00
選挙開票 ◆ 14:00～16:00
会　　場 ◆ 名取市増田公民館

日　　時 ◆ 2021年4月25日（日）
登録受付 ◆ 13:30～14:00
式　　典 ◆ 14:00～16:00
会　　場 ◆ 仙台国際ホテル
登 録 料 ◆ 5,000円 （飲食なし）

準
地
区
別 

作
品
応
募
数

ライオンズクラブ国際協会332-C地区

第67回地区年次大会

2020-21年度 国際平和ポスターコンテスト

332複合地区選考会の報告

332-C地区各クラブの皆様、次年度は奮って参加しましょう！

332-E地区（山形県） 佐藤舞さんの作品

最優秀賞


